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菊 地 敬 一

瑞 宝 中 綬 章 を 授 け る

庄 野 訓 弘

瑞 宝 小 綬 章 を 授 け る

飯 泉 隆 上 羽 利 夫 加 来 孝 義

柏 原 春 夫 久 保 浩 美 清 水 國 雄

友 枝 芳 人 豊 田 友 干 中 筋 善 一

長 澤 英 雄 濱 本 倫 夫

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

秋 森 恒 夫 金 田 武

進 正 範 竹 内 武 雄

（ 福 井 県 警 部 ） 山 本 隆 明

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 四 月 十 三 日 ）

青 木 昇 次 石 川 博 一 色 清

鵜 木 力 加 藤 務 澤 口 博 孝

仲 西 拯 伍 濱 本 汎 生 橋 祥 生

三 浦 直 樹

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

會 澤 竹 松 会 津 与 五 郎

清 野 由 吉 谷 垣 榮 一

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 四 月 十 四 日 ）

文 藏 靖 男 守 本 治 美

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 四 月 十 五 日 ）

カ ン ボ ジ ア 王 国 国 王 ノ ロ ド ム ・ シ ハ モ ニ 陛 下

大 勲 位 菊 花 大 綬 章 並 び に 頸 飾 を 贈 進 す る

カ ン ボ ジ ア 王 国 副 首

相 兼 王 宮 大 臣

コ ン ・ ソ ム オ ル

同 国 国 王 高 級 顧 問 ケ ッ ク ・ カ エ ミ ア リ ー ・

シ ソ ダ

旭 日 大 綬 章 を 贈 与 す る （ 各 通 ）（ 以 上 五 月 十 一 日 ）

国 家 試 験

諸 事 項

^ 試験期日 平成22年９月12日（日）
_ 試験地 試験地は、次のアからクに掲げる
高等裁判所の管轄区域内にある裁判所に勤務
を希望する者の区分に応じ、それぞれについ
て定める地とする。

ア 東京高等裁判所
東京都、横浜市、さいたま市、千葉市、
水戸市、宇都宮市、前橋市、静岡市、甲府
市、長野市及び新潟市
イ 大阪高等裁判所
大阪市、京都市、神戸市、奈良市、大津
市及び和歌山市
ウ 名古屋高等裁判所
名古屋市、津市、岐阜市、福井市、金沢
市及び富山市
エ 広島高等裁判所
広島市、山口市、岡山市、鳥取市及び松
江市
オ 福岡高等裁判所
福岡市、佐賀市、長崎市、大分市、熊本
市、鹿児島市、宮崎市及び那覇市
カ 仙台高等裁判所
仙台市、福島市、山形市、盛岡市、秋田
市及び青森市
キ 札幌高等裁判所
札幌市、函館市、旭川市及び釧路市

ク 高松高等裁判所
高松市、徳島市、高知市及び松山市

` 第１次試験合格者発表の期日 平成22年10

月７日（木）
７ 第２次試験
\ 対象者 第１次試験の合格者
] 方法 口述試験 人柄などについて、個別
面接を行う。

^ 試験期日 平成22年10月12日（火）から同
月25日（月）までの間で、第１次試験合格通
知書（第２次試験口述試験受験票）により指
定する日

_ 試験地 第１次試験の試験地に同じ。
なお、受験者は、第１次試験を受験した試
験地と同一の試験地で受験する。

８ 最終合格者発表の期日 平成22年11月12日
（金）
９ 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名
簿は、高等裁判所の管轄区域ごとに作成し、最
終合格者をその高点順に記載する。採用は、採
用候補者名簿の中から行う。

10 受験申込手続
\ 受験申込書の交付 受験申込書は、高等裁
判所、地方裁判所及び家庭裁判所で平成22年
５月28日（金）から交付する。

なお、郵便により受験申込書を請求する場
合には、封筒の表に「Ô種受験案内請求」と
朱書し、あて先及び郵便番号を明記して120

円切手をはった返信用封筒（角形２号）を同
封する。

] 受験申込先 第１次試験の受験を希望する
試験地にある地方裁判所

^ 受験申込方法 受験希望者は、受験申込書
に所要事項を記入し、本人の写真（申込前３
箇月以内に、脱帽、正面向き、上半身を撮影
したもので、縦４センチメートル、横３セン
チメートルのもの）１枚をはって、受験申込
先に簡易書留郵便で提出する。
なお、封筒の表に「Ô種受験」と朱書する。

_ 受付期間 平成22年７月13日（火）から同
月22日（木）まで
なお、平成22年７月22日（木）までの消印
のあるものに限り、受け付ける。

` 試験地の変更禁止 受験申込みが受理され
た後は、申込みをした試験地の変更は、認め
ない。

11 その他
\ 受験申込手続その他受験についての問い合
わせは、受験申込先に行うこと。

] 試験の詳細については、別に作成する受験
案内（高等裁判所、地方裁判所及び家庭裁判
所で平成22年５月28日（金）から交付）を参
照のこと。

押収物還付公告

下記の押収物は還付不能につき、刑事訴訟法第
499条の規定により公告する。受還付人は、同条
第２項所定の期間内に還付の請求をされたい。

記
横浜地方検察庁検察官

平成22年検第1937号窃盗被疑事件（平成22年領第
646号） 1．現金552¶000円。2．キャッシュカー
ド31枚。3．マネーカード１枚
平成22年検第3506・3507号遺失物横領被疑事件
（平成22年領第905号） 1．現金10¶000円

横浜区検察庁検察官
平成21年検第6526号窃盗被告事件（平成21年庁外
領第155号） 1．書籍323箱。2．書籍９冊。3．
雑誌５冊

宇 野 幸 助 大 久 保 榮 高 田 幸 作

高 柳 長 一 吉 形 政 太 郎

旭 日 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 四 月 十 四 日 ）
関 根 俊

旭 日 単 光 章 を 授 け る （ 四 月 十 五 日 ）

（ 横 浜 市 議 会 議 員 ） 中 島 憲 五

旭 日 小 綬 章 を 授 け る （ 四 月 二 十 一 日 ）

（ 佐 賀 大 学 名 誉 教 授 ） 芝 山 秀 次 郎

瑞 宝 小 綬 章 を 授 け る

木 村 孝 男 栗 山 久 彦 坂 入 一 男

（ 外 務 事 務 官 ） 鈴 木 道 治

武 智 勇 田 中 貞 雄

堀 秀 雄 山 寺 春 雄

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

芝 直 隣

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 以 上 四 月 十 二 日 ）

平成 22 年度裁判所職員（裁判所事務官）採用
種試験公告
裁判所職員臨時措置法において準用する国家公
務員法第47条の規定に基づき、平成22年度裁判所
職員（裁判所事務官）採用Ô種試験について、次
のとおり告知する。
平成 22年５月 19日 最高裁判所
１ 試験の名称 平成22年度裁判所職員（裁判所
事務官）採用Ô種試験
２ 対象官職 裁判所職員臨時措置法において準
用する一般職の職員の給与に関する法律第６条
に規定する行政職俸給表^（以下「行政職俸給
表^」という。）の職務の級１級相当の裁判所事
務官
３ 給与 この試験に合格して採用された場合に
は、原則として、行政職俸給表^の１級５号俸
の俸給が支給される。このほか、一般職の職員
の給与に関する法律等の定めるところにより、
諸手当が支給される。
４ 受験資格
\ 平成元年４月２日から平成５年４月１日ま
でに生まれた者

] 次のいずれかに該当する者は、受験するこ
とができない。
ア 日本の国籍を有しない者
イ 国家公務員法第38条に該当する者

５ 試験の実施 この試験は、第１次試験及び第
２次試験に分けて実施する。
６ 第１次試験
\ 対象者 受験申込者全員
] 方法
ア 教養試験 一般的な知識について択一式
による筆記試験を行う。
イ 適性試験 一般的な能力について択一式
による筆記試験を行う。
ウ 作文試験 文章による表現力、課題に対
する理解力などについて記述式による試験
を行う。
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